
令和７年５⽉９⽇ 
学習院⼤学 

 
令和８（2026）年度⼊学者選抜の実施について（国際⽂化交流研究科） 

 
 令和８（2026）年度⼊学者選抜より、国際⽂化交流研究科（修⼠課程）において、下記
のとおり⼊学者選抜を実施します。 
 なお、国際⽂化交流研究科の設置計画は、現在認可申請中であり、今後、内容が変更に
なる可能性があります。予告内容に変更が⽣じた場合には、速やかに公表します。 
 また、出願に際しては、認可後（最短で８⽉末に認可された場合、９⽉予定）に本学⼊
試情報ホームページに公表する学⽣募集要項を確認してください。 
 

記 
① 募集⼈員 

研究科 専攻 募集⼈員 
国際⽂化交流研究科 国際⽂化交流専攻（修⼠課程） 10 名 

 
② 出願期間 

＜A ⽇程＞令和 7（2025）年 10 ⽉ 14 ⽇（⽕）〜 10 ⽉ 16 ⽇（⽊） 
＜B ⽇程＞令和 7（2025）年 12 ⽉ 10 ⽇（⽔）〜 12 ⽉ 12 ⽇（⾦） 

 
③ 出願資格 

１．学校教育法第 83 条に定める⼤学を卒業した者⼜は令和８（2026）年３⽉ 31 ⽇ま
でに卒業⾒込みの者 

２．学校教育法施⾏規則第 155 条第１項の規定により、⼤学を卒業した者と同等以上
の学⼒があると認められる者で、次の（１）から（９）までのいずれかに該当する
者 

（１） 独⽴⾏政法⼈⼤学改⾰⽀援・学位授与機構により学⼠の学位を授与された者⼜は令
和８（2026）年３⽉ 31 ⽇までに授与される⾒込みの者 

（２） 外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者⼜は令和８（2026）年
３⽉ 31 ⽇までに修了⾒込みの者 

（３） 外国の学校が⾏う通信教育における授業科⽬を⽇本国内において履修することに
より当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了した者⼜は令和８（2026）年
３⽉ 31 ⽇までに修了⾒込みの者 

（４） ⽇本国内において、外国の⼤学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における
16 年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校



教育制度において位置付けられた教育施設であって、⽂部科学⼤⾂が別に指定する
ものの当該課程を修了した者⼜は令和８（2026）年３⽉ 31 ⽇までに修了⾒込みの
者 

（５） 外国の⼤学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当
該外国の政府⼜は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの⼜はこれに
準ずるものとして⽂部科学⼤⾂が別に指定するものに限る。）において、修業年限
が３年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が⾏う通信教育における授
業科⽬を⽇本国内において履修することにより当該課程を修了すること及び当該
外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって（４）の指定を受け
たものにおいて課程を修了することを含む。）により、学⼠の学位に相当する学位
を授与された者⼜は令和８（2026）年３⽉ 31 ⽇までに授与される⾒込みの者 

（６） 専修学校の専⾨課程（修業年限が４年以上であることその他の⽂部科学⼤⾂が定め
る基準を満たすものに限る。）で⽂部科学⼤⾂が別に指定するものを⽂部科学⼤⾂
が定める⽇以後に修了した者⼜は令和８（2026）年３⽉ 31 ⽇までに修了⾒込みの
者 

（７） ⽂部科学⼤⾂の指定した者（昭和 28 年⽂部省告⽰第５号） 
（８） 学校教育法第 102 条第２項の規定により⼤学院に⼊学した者であって、本研究科に

おいて、⼤学院における教育を受けるにふさわしい学⼒があると認めたもの 
（９） 本研究科において、個別の⼊学資格審査により、⼤学を卒業した者と同等以上の学

⼒があると認めた者で、⼊学時に 22 歳に達するもの 
 
※ 最終学歴が中国の⼤学の専科（３年制）の場合には、出願資格がありません。ただし、

専科を卒業後に本科を卒業して 16 年の学校教育を修了した場合は、出願を認めます。 
 

④ 選考 
書類審査、筆記試験（英語）、論述試験及び⼝述試験により総合的に判定します。 
実施⽇（筆記試験（英語）、論述試験及び⼝述試験）： 
＜A ⽇程＞令和 7（2025）年 11 ⽉８⽇（⼟） 
＜B ⽇程＞令和８（2026）年２⽉ 24 ⽇（⽕） 
 
※筆記試験（英語）の免除について 

以下、（１）⼜は（２）に該当する場合、希望者については筆記試験（英語）を免除し
ます。 

（１）TOEFL iBT® 79 点、IELTSTM 6.0 、TOEIC®（L&R） 750 点以上のスコアを有す
る者 

（２）英語による⾼等教育機関（⼤学以上）において、学位を取得した者（⾒込みを含む） 



⑤ 合格発表⽇ 
＜A ⽇程＞令和 7（2025）年 11 ⽉ 21 ⽇（⾦） 
＜B ⽇程＞令和８（2026）年２⽉ 27 ⽇（⾦）         

以上         


